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大型連体は、高齢者に注意しましょう。

≪過去5年 大型連体 (※)の交通事故発生状況
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22件 023人発生

※大型連体は、4月 27日 ～5月 6日 として集計

大型連体 (※)の死者23人の実態 (人 )】
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5月は、初夏を迎え爽やかで過ごしやすい季節となり、大型連体

を中心に多くの方がレジャーや散歩などで外出する機会が増える月

です。

特に高齢者の万が当事者となる傾向が高いので、高齢者の方を見

かけたら、速度を落とし安全な距離を保つなど、思いやりを持つた

運転をお願いします。

醸喜畠 島

※ 各表は、過去5年間 (R元～R 5)に愛知県内で発生した交通死亡事故等を分析した結果です。

愛知県警察本部交通部交通総務課 交通事故対策室
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5月 は、飲酒運転 (※ )による死亡事故が年間最多月
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やめましよう

こんな横断    I事危険ですノ
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横断歩道外 横断 ! 斜め横断 !

直前直後 横断 !

0

愛知県警察

ホームページ

ⅥA″VV.prel.aiChi.ip/pOliCe/

◎横断歩道を利用 しま しよう。

◎横断中も左右の安全確認を行いましょう。

◎基本的な交通ルールを守 りま しよう。
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